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6. 高校生のための看護学を学ぶ公開講座 
高校生のための看護学を学ぶ公開講座は、看護学に高校生が触れ考える機会を提供するもので、

高校生が学問として看護を学ぶということ、大学で看護を学ぶ志向性を強めることを目指し実施し

ている。令和 6 年度は、「援助関係」をテーマとし、オープンキャンパスのプログラムの一つとして

参加型で実施した。 
 実施日時：令和 6 年 7 月 27 日（土曜日） 

午前の部と午後の部に 1 回ずつ、合計 2 回実施。事前申込の予約制 
 高校生対象：午前、午後とも定員 80 名 
 テーマ：「援助関係について考えてみましょう」 
 講師：畠山卓也 准教授（精神看護学領域） 
 内容：講義と課題学習(1 回 40 分) 

参加者がこれまでに培ってきた「対人関係」と、これから学び身につけていく「援助

関係」との相違について考えることのできる機会とする。 
講義を通して、人間関係と援助関係の相違について確認しながら、個人ワーク（①私のことをケ

アしてくれる看護師だと認識するための条件、②参加者自身のよいところ、強み）に取り組み、そ

の内容を全体で共有した。そして、「豊かな人間関係をつくるために、いまできること」についてグ

ループワークを行い、日々の生活のなかで取り組み努力することの大切さを共有した。 
GoogleForms を用いた参加者のフィードバック（回答数 125 件・回答率 90％程度）からは、講

座のわかりやすさ、看護学を学ぶ意欲、看護職への興味・関心のいずれも高い評価だった。また、

自由記述の回答からは、人間関係を大切にすること、自分を知ること、自分を磨くこと、相手の立

場になって考えることの大切さが記されていた他、グループワークで他者の意見を聞くことの面白

さについても多くの高校生が回答していた。 
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７.高知医療センター・高知県立大学包括的連携事業：看護・社会福祉連携事

業 
1) 看護・社会福祉連携事業について 
高知医療センターと高知県立大学は、医療・健康・福祉・栄養分野における交流連携を推進し、

双方の実践、教育、研究の質向上を図るとともに、地域・社会への貢献を促進するため、平成 22 年

11 月に両組織間の包括的連携協定を締結した。これは、高知医療センター看護局と本学看護学部が、

よりよい看護の実現を目指して平成 18 年から取り組んできた看護連携型ユニフィケーション事業

を発展させたものである。現在はこの協定に基づき、全体を統括する包括的連携協議会の下に、健

康長寿・地域医療連携部会、看護・社会福祉連携部会、健康栄養連携部会、災害対策連携部会の 4
部会を設置し、さまざまな連携事業を展開している。 
このうち看護・社会福祉連携部会では、看護および社会福祉に関する連携事業として、①学生の

臨地実習・教員の臨床研修における場の提供、②基礎教育・継続教育・大学院教育における相互協

力、③教員によるコンサルテーションの実施、④臨床実践能力（知識・技術・態度）及び実践モデ

ル等の開発・検証に関する共同研究、⑤県民・市民の健康づくりに資する活動の共同開催、⑥その

他看護・社会福祉連携活動の実施、を行っている。 
 
（1）看護・社会福祉連携部会の委員および活動状況 
令和 6 年度は部会委員を、高知医療センター18 名（看護局 8 名、地域連携室 10 名）、高知県立

大学 9 名（看護学部 7 名、社会福祉学部 2 名）、計 27 名で構成し、活動を推進した。今年度は本学

看護学部が部会長および事務局を務めた。 
看護・社会福祉連携部会では、前年度末に活動計画が決定していたため、下記のとおり 1 回のメ

ール会議と 1 回の部会会議を開催した。また適宜、情報交換や相談を行いながら、事業を進めた。 
・第 1 回看護・社会福祉連携部会（メール会議）：8 月 
上半期の事業実績および下半期の事業計画の確認、COVID-19 による影響の把握 

・第 2 回看護・社会福祉連携部会：2 月 17 日開催 
事業実績および活動評価の確認、次年度の活動に向けた課題の検討、次年度の事業計画の検討等 

 
（2）看護部会における事業実績 
今年度は、活動に対する COVID-19 の直接的影響は概ねなくなったが、一部はオンラインで行う

など工夫し、両施設で協力して事業に取り組んだ。最終的な事業実績は表 1 のとおりである。 
 
表 1 令和 4 年度看護部会における包括的連携事業実績 

1．学生の臨地実習・教員の臨床研修における場の提供 
1)学部生および大学院生の臨地実習 
学部生：看護基盤実習、看護実践能力開発実習Ⅰ、急性期看護実習、慢性期看護実習、母性看護

実習、小児看護実習、★チーム医療実習、総合看護実習（急性期看護・慢性期看護・小児看護・

★精神看護・助産看護領域）、看護管理実習（急性期看護・慢性期看護・小児看護・助産看護領

域、）、助産看護実習Ⅰ・Ⅱ  のべ 304 名 
大学院生：小児看護学実践演習Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ、がん看護学実践演習Ⅰ、クリティカルケア看護

学実践演習Ⅳ  のべ 6 名 
2)大学院生および教員の臨床研修 
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